




○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… 3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ………………………………………………………… 3

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………………………… 3

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………………………… 3

（４）追加情報 …………………………………………………………………………………………………………… 3

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 6

四半期連結損益計算書  

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書  

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 8

４．補足情報 ………………………………………………………………………………………………………………… 10

 

- 1 -

株式会社帝国電機製作所（6333）平成29年３月期　第１四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米国では原油価格の下落やドル高による景気の下押し圧力が一

服したこと等もあり、堅調に景気の改善が継続しておりますが、設備投資については慎重姿勢が続いております。

一方、中国では過剰設備、過剰債務問題が深刻化しており、さらに雇用調整の動きが拡大する等、景気の持ち直し

にはなお時間を要しております。また、欧州においては、個人消費に陰りが見られ、景気の停滞感が強まってお

り、さらに、英国におけるＥＵ離脱の国民投票の結果を受け、金融市場の混乱や政治不安等による世界経済への影

響が懸念される等、全体として先行き不透明感を増しております。

わが国経済は、所得・雇用環境の改善傾向が継続しているものの、内需については個人消費の低迷が続いてお

り、さらに海外経済の不透明感の強まりや急速に進んだ円高に伴う企業収益の悪化等による景気の下振れリスクが

あることから、いまだ力強さに欠ける状況が継続しております。

このような状況の中、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は、主力のポンプ事業においては、国

内市場については維持・更新等による底堅い設備投資の需要に伴い増加し、海外市場については、中国市場では低

調に推移したものの、米国市場を中心として堅調に推移しました。一方、電子部品事業においては、熊本地震の影

響等により、低調に推移しました。

これらの結果、グループ全体として売上高は45億88百万円（前年同期比6.4%増）となりました。

利益面につきましては、売上の増加に伴い、営業利益は３億13百万円（同51.8%増）となりましたが、為替差損

２億29百万円の発生により経常利益は１億７百万円（同68.9%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は33百万

円（同76.8%減）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

① ポンプ事業

ポンプ事業は、国内においては維持・更新等による底堅い設備投資の需要等から、ケミカル機器モータポンプ

及びメンテナンス関連、定量注入機器ポンプ等が堅調に推移しました。海外においては、中国市場ではケミカル

機器モータポンプ、電力関連機器モータポンプ等が減少したものの、米国市場ではケミカル機器モータポンプ、

冷凍機・空調機器モータポンプ等が増加しました。

その結果、売上高は37億98百万円（前年同期比8.1%増）、連結売上高に占める割合は82.8%となりました。ま

た、営業利益は、売上の増加に伴い、２億99百万円（同42.9%増）となりました。

② 電子部品事業

電子部品事業は、熊本地震の影響等により、売上高６億91百万円（前年同期比3.2%減）、連結売上高に占める

割合は15.1%となりました。

営業利益は、前年同期は受注先の生産拠点変更の影響等があったものの、今期は同様の特殊要因がなかったこ

と等から、10百万円（前年同期は３百万円の赤字）となりました。

③ その他

その他は、売上高は97百万円（前年同期比19.6%増）、連結売上高に占める割合は2.1%となりました。

また、営業利益は、４百万円（同414.2%増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は207億15百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億41百万円

減少いたしました。これは主に現金及び預金が10億98百万円減少したことによるものであります。固定資産は104

億37百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億46百万円増加いたしました。これは主に有形固定資産が13億58

百万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は、311億52百万円となり、前連結会計年度末に比べ４百万円増加いたしました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は59億41百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億73百万円

増加いたしました。固定負債は17億29百万円となり、前連結会計年度末に比べ38百万円減少いたしました。

この結果、負債合計は、76億71百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億34万円増加いたしました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は234億81百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億29百万

円減少いたしました。これは主に為替換算調整勘定が２億45百万円減少したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は75.4%（前連結会計年度末は76.8%）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年５月９日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ2,404千

円増加しております。

（在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更） 

在外子会社の収益及び費用は、従来、それぞれの決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、在

外子会社の重要性が増加傾向にあり、かつ、近年の為替相場が著しく変動していることから、一時的な為替相場の

変動による期間損益への影響を緩和し、在外子会社の業績をより適切に連結財務諸表に反映させるため、当第１四

半期連結会計期間より期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第１四半期連結累計期間の売上高は18,171千円、営業利益は351千円、

経常利益は342千円、税金等調整前四半期純利益は342千円及び親会社株主に帰属する四半期純利益は231千円それ

ぞれ減少しております。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余

金の前期首残高は184,070千円減少し、為替換算調整勘定の前期首残高は同額増加しております。なお、１株当た

りの情報に与える影響は、軽微であります。 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,922,009 8,823,212 

受取手形及び売掛金 7,114,207 6,461,291 

製品 1,208,744 1,045,796 

仕掛品 1,945,215 2,302,121 

原材料及び貯蔵品 1,119,857 1,138,442 

その他 942,323 1,219,158 

貸倒引当金 △295,101 △274,499 

流動資産合計 21,957,255 20,715,522 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,489,776 3,909,859 

その他（純額） 4,346,457 4,285,326 

有形固定資産合計 6,836,234 8,195,185 

無形固定資産 464,766 453,737 

投資その他の資産 1,889,864 1,788,233 

固定資産合計 9,190,865 10,437,155 

資産合計 31,148,121 31,152,678 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,030,163 2,096,574 

短期借入金 1,093,159 542,226 

未払法人税等 196,576 127,820 

製品保証引当金 21,312 20,803 

賞与引当金 462,893 226,677 

厚生年金基金解散損失引当金 19,965 19,965 

その他 1,644,894 2,907,925 

流動負債合計 5,468,965 5,941,993 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,007,370 1,021,555 

その他 760,994 708,067 

固定負債合計 1,768,364 1,729,623 

負債合計 7,237,330 7,671,616 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,118,118 3,118,118 

資本剰余金 3,306,347 3,306,347 

利益剰余金 16,217,332 16,107,858 

自己株式 △9,726 △9,726 

株主資本合計 22,632,072 22,522,598 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 400,555 318,135 

為替換算調整勘定 1,023,937 778,055 

退職給付に係る調整累計額 △145,774 △137,728 

その他の包括利益累計額合計 1,278,718 958,462 

純資産合計 23,910,791 23,481,061 

負債純資産合計 31,148,121 31,152,678 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 4,310,839 4,588,348 

売上原価 2,798,631 2,963,591 

売上総利益 1,512,208 1,624,756 

販売費及び一般管理費 1,305,414 1,310,938 

営業利益 206,794 313,818 

営業外収益    

受取利息 4,978 1,987 

受取配当金 16,964 16,424 

受取賃貸料 6,567 6,878 

為替差益 101,574 － 

その他 18,950 10,847 

営業外収益合計 149,034 36,137 

営業外費用    

支払利息 9,620 10,030 

為替差損 － 229,597 

その他 542 2,848 

営業外費用合計 10,162 242,476 

経常利益 345,665 107,478 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 3,735 

特別利益合計 － 3,735 

特別損失    

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 19,965 － 

特別損失合計 19,965 － 

税金等調整前四半期純利益 325,700 111,214 

法人税等 182,486 77,976 

四半期純利益 143,213 33,238 

親会社株主に帰属する四半期純利益 143,213 33,238 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 143,213 33,238 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 65,668 △82,419 

為替換算調整勘定 △43,617 △245,882 

退職給付に係る調整額 3,358 8,045 

その他の包括利益合計 25,409 △320,255 

四半期包括利益 168,623 △287,017 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 168,623 △287,017 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  ポンプ事業 電子部品事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 3,514,333 714,885 4,229,219 81,619 4,310,839 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － 

計 3,514,333 714,885 4,229,219 81,619 4,310,839 

セグメント利益又は損失（△） 209,335 △3,352 205,983 810 206,794 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、特殊機器、健康食品及び人材派

遣事業を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 205,983

「その他」の区分の利益 810

四半期連結損益計算書の営業利益 206,794
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  ポンプ事業 電子部品事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 3,798,797 691,953 4,490,751 97,597 4,588,348 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － 

計 3,798,797 691,953 4,490,751 97,597 4,588,348 

セグメント利益 299,175 10,473 309,648 4,169 313,818 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、特殊機器、健康食品及び人材派

遣事業を含んでおります。

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 309,648

「その他」の区分の利益 4,169

四半期連結損益計算書の営業利益 313,818

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方法

の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減

価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間のセグメント利益が、それぞれ

「ポンプ事業」で2,358千円、「電子部品事業」で45千円増加しております。 

 

（在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更）

「会計方針の変更」に記載のとおり、従来、在外子会社の収益及び費用は、当該子会社の決算日の直物為替相

場により円貨に換算しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より期中平均相場により円貨に換算する方法

に変更しております。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前第１四半期連結累計期間については遡及適用後のセグメント情報とな

っております。この結果、遡及適用を行う前と比べ、ポンプ事業において前第１四半期連結累計期間の売上高が

18,171千円、セグメント利益は351千円それぞれ減少しております。
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４．補足情報

生産、受注及び販売の状況

① 生産実績

当第１四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

前年同期比（％）

ポンプ事業（千円） 3,405,664 △4.0

電子部品事業（千円） 691,923 △3.2

報告セグメント計（千円） 4,097,588 △3.8

その他（千円） 80,460 1.4

合計（千円） 4,178,048 △3.7

 （注）１．金額は、販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

② 受注状況

当第１四半期連結累計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

ポンプ事業 3,392,832 △26.2 6,685,016 △6.3

電子部品事業 693,803 △7.7 232,609 △11.4

報告セグメント計 4,086,635 △23.6 6,917,625 △6.5

その他 139,336 55.8 134,219 57.9

合計 4,225,971 △22.3 7,051,845 △5.7

 （注）１．金額は、販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

③ 販売実績

当第１四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

前年同期比（％）

ポンプ事業（千円） 3,798,797 8.1

電子部品事業（千円） 691,953 △3.2

報告セグメント計（千円） 4,490,751 6.2

その他（千円） 97,597 19.6

合計（千円） 4,588,348 6.4

 （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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